
計画期間：令和９年４月～令和13年３月
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2 5

0 3



1



2



計画構造

2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

計画期間

【８年間】基本構想

【４年間】基本計画
（前期）

【４年間】基本計画
（後期）

【１年間】単年度計画（重点パッケージ）

基本
構想

基本
計画

単年度計画

将来都市像、
理念

柱、政策、
施策の方向
性

事務事業群
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進捗管理

（重点パッケージ）



温もり

挑戦

感動

関わり
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地域の強みを活かした多様な産業が互いに連携し、新しい価値を次々に生み出すことで、地域の稼ぐ力が向上し、
まち全体に活力が巡っています。企業は時代の変化に柔軟に対応しながら成⾧し、それを支える人材が地域で育つと
ともに、地域内外からも集まり、それぞれの力を発揮しています。
働き方や仕事の選択肢が広がり、多様な人材が働き、新しいことに挑戦できる環境が整っています。こうした企業

と人の調和が、活発な消費や投資を呼び、まち全体へと波及することで、まちの経済は着実な発展を遂げています。
柱１では、産業と人材がともに成⾧し、経済が発展し続ける、活力が巡るまちを目指します。

このまちには、⾧い年月をかけて育まれ、受け継がれてきた八戸ならではの多様な地域資源があります。それらは、

次代を見つめる若者も、こうした八戸らしさに触れながら、自らの夢を抱き、その実現に向けて歩み始め、それは、

します。

このまちには、⾧い年月をかけて育まれ、受け継がれてきた八戸ならではの多様な地域資源があります。それらは、
市民の暮らしに彩りを与え、まちの誇りや愛着を育むとともに、訪れる人を惹きつけ、まちに関わる多くの人々の心
を動かしています。
次代を見つめる若者も、こうした八戸らしさに触れながら、自らの夢を抱き、その実現に向けて歩み始め、それは、

まちに新しい動きをもたらすことにもつながっています。
柱２では、まちへの魅力と誇りを育みながら、次代を生きる力が未来を切り拓いていく、元気あふれるまちを目指

します。

【柱１：経済】産業と人材が共に育ち、活力が巡るまち

【柱２：魅力】魅力と誇りを育み、元気あふれるまち

誰もが自分の歩幅を大切にしながら、世代や立場、文化の違いを越えて認め合い、自分らしく暮らしています。こ
どもたちは安心して育ちながら、個性や可能性を伸ばし、大人も生涯にわたる学びを通じて、自らの可能性を広げて
います。
困ったときには支え合い、一人ひとりが地域の中で役割や生きがいを持ちながら、人や団体がつながり、地域をよ

り良くする活動が広がることで、温かな関係が育まれています。
柱３では、誰もが学び、成⾧し、多様な個性を尊重し合いながら、自分らしく笑顔で暮らせるまちを目指します。

【柱３：ひと】人がつながり、自分らしく笑顔で暮らせるまち

基本構想に掲げる４つの理念は、将来都市像の実現に向けて、市民、地域、事業者、行政など、当市に関わる多様な主体が共
有し、大切にしていくまちづくりの考え方です。基本計画に掲げる４つの柱は、行政として推進していくべき大きな政策分野を
表しており、それぞれの分野で目指す姿を示しています。



①持続可能なまちづくり及び行財政運営
限られた資源を最大限に活かしながら、将来世代に過度な負担を残さない健全で安定した運営を行います。施策

の効果を的確に見極め、選択と集中を図るとともに、SDGsの理念やポストSDGsを見据えて、誰一人取り残さな
い持続可能なまちづくり及び行政運営を進めます。

②伝わる情報発信
市の魅力や施策の内容を、分かりやすく丁寧に、必要とする人に届く形で積極的に伝えます。単なる発信量の拡

大ではなく、市民の暮らしや関心に即した情報を的確に届ける力を高め、まちへの関心とつなげていきます。

③変化に対応する仕組みづくり
デジタルや新しい手法を活用し、市民サービスの利便性の向上と業務の効率化を図ります。分かりやすく、使い

やすい仕組みを整え、市民に寄り添った対応を心がけます。

④先を見据えた施策形成
社会や国・県の動きを捉え、産学官金等の関係団体との連携を図りながら、広い視野と柔軟な発想のもとで施策

を検討します。時代の潮流を踏まえながら、迅速かつ的確な対応に取り組みます。

⑤広域連携
周辺自治体との連携を一層深め、それぞれの強みを活かしながら圏域全体の発展につなげます。相互の協力関係

を築き、地域全体の力を高めていきます。

【柱４：まち】安心して暮らし続けられる、やさしいまち

基本計画に掲げる内容を推進していくためには、各分野の取組を進めるだけでなく、その基礎となる行政運営の
質を高めていくことが重要です。このため、基本計画では、行政運営の視点を位置付け、市民との対話を重視し、
市政への理解と共感を得ながら、各取組の効果を高めていきます。

また、豊かな自然と調和した快適な生活空間が保たれ、身近な場所で必要な医療や救急が受けられる環境が整い、

これまで整えてきた都市基盤と災害を乗り越えてきた経験は、市民の暮らしとまちの発展を支える大切な土台で
す。生活インフラは、いざというときにも機能し、安心して住み続けられる強靭さを備えています。
また、豊かな自然と調和した快適な生活空間が保たれ、身近な場所で必要な医療や救急が受けられる環境が整い、

健やかな日常が守られています。
柱４では、災害に強い持続可能な都市基盤を整備するとともに、快適な生活環境と豊かな自然環境を守り、誰も

が安心して健やかに暮らし続けられるまちを目指します。
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【政策１】地域産業の成⾧と経済価値の創出 【政策２】地域産業を支える人材の育成と活躍

【柱１：経済】産業と人材が共に育ち、活力が巡るまち

【柱２：魅力】誇りと魅力を育み、元気あふれるまち

【政策３】地域資源を活かした魅力と交流の創出 【政策４】次代を担う若者が自分らしく活躍でき、
選ばれるまち
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【政策８】命と暮らしを守る安全・安心の確保【政策７】人と環境にやさしい都市基盤の形成

【柱３：ひと】人がつながり、自分らしく笑顔で暮らせるまち

【政策５】学びと成⾧を支える環境づくり 【政策６】支え合い、共に生きる地域づくり

【柱４：まち】安心して暮らし続けられる、やさしいまち
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八戸市 総合政策部 政策推進課

〒031-8686 青森県八戸市内丸一丁目1番1号

TEL：0178-43-2111（代表）

H  P：http://www/city.Hachinohe.Aomori.jp


